
スぺーサーB 
(1枚)

黄銅ナット 
(1個)

ハンガー固定ねじ 
(2個)

取扱説明書 
(1部)

施工説明書 
(1部)

操作ユニット 
(1個)

単三乾電池 
(2個)

リモコン 
(大・小洗浄)(1個)

ACアダプター 
(1個)

スぺーサーA 
(1枚)

取り付け前に 

完成図(例)

仕様 

取り付け前に、この「安全上の注意」をよくお読みのうえ、正しく取り付けてください。 

●お守りいただく内容の種類を、次の絵 
　表示で区分し、説明しています。 

●この説明書では商品を安全に正しく取り付けていた 
　だき、お客様や他の人々への危害や財産への損害を 
　未然に防止するために、いろいろな表示をしていま 
　す。その表示と意味は次のようになっています。 

修理技術者以外の人は絶対に分解したり修理、改造 
は行わない 
故障・感電の原因になります。 

コードを乱暴に扱ったり、ガタついているコンセン 
トを使わない 
火災の原因になります。 

ACアダプターをコンセントに差し込むときは、根 
元まで十分に差し込む 
火災の原因になります。 

注　意 

器具に強い力や衝撃を与えない 
故障・事故の原因になります。 

リモコン便器洗浄ユニット 
商品の機能が十分に発揮されるように、この施工説明書の内容に沿って正しく取り付けてください。取り付け後は、お客様にご使用方法を十分にご説明ください。 

H06868 2006.11施工説明書 

警告 

注意 

この表示の欄の内容を無視して誤った取り
扱いをすると、人が死亡または重傷を負う
可能性が想定される内容を示しています。 

この表示の欄の内容を無視して誤った取り
扱いをすると、傷害または物的損害が発生
する可能性があることを示しています。 

水がかかったり、表面に結露が生じるような湿気の 
多い場所、特に浴室やシャワールームで使用しない 
故障、感電の原因になります。 

警　告 

安全上の注意（安全のために必ずお守りください） 

1.電気製品ですので操作ユニット(駆動部)や、ACアダプター、リモコンに水をかけないよ 
　うご注意ください。また浴室内では使用しないでください。 
2.電源はAC100V(50／60Hz)です。当商品と他の電気機器を併設する際の電源用コン 
　セント布設に関しては、必ず電気工事店様にご依頼ください。 
3.リモコンの送信窓や操作ユニットの受信窓を傷つけないよう十分ご注意ください。 
4.当商品は右ハンドル専用品です。 

裏面へつづく 

禁止 

分解しないでください。 

してはいけない「禁止」内容 
です。 

風呂、シャワーなど水場での 
使用を「禁止」する内容です。 

必ず実行していただく「強 
制」内容です。 

禁止 

分解禁止 

必ず実行 

電気器具ですから絶対水をかけない 
故障・事故の原因になります。 

ACアダプターをぬれた手で触らない 
感電の原因になります。 

取り付けの際は止水栓を閉めてから行う 
水が噴き出して家財などをぬらす財産損害発生のおそれがあります。 

注　意 

設置工事に使用する部品は必ず付属部品および指定 
部品を使用する 
故障・事故の原因になります。 

お願い 

●電源は交流100V(50／60Hz)です。 

●電気工事が必要な場合は必ず電気工事店に依頼してください。 

●お客様用として、取扱説明書を商品に付けています。工事完了 
　後、お客様に手渡ししてください。手渡しができない場合は、 
　必ず商品に付けたままにしておいてください。 

●施工上の責任は当社では負いかねますので、万一施工上に起因 
　する不都合が生じた場合は、貴店の保証規定によって修理して 
　いただくようお願いいたします。 

禁止 

外形寸法 106×70×72(タンク外の寸法) 
(単位：mm)

項　目 項　目 仕　様 

12W

AC100V　50／60Hz

1.5m

0～40℃ 
(注)0℃以上の環境下でご使用ください。 

ABS樹脂(パステルアイボリー)

操作ユニット 

※この商品には水抜きタイプのハンドルロック機構はありませんので、水抜きタイプでの 
　ご使用はおすすめできません。 

電　　力 

消費電力 

コード長さ 

主要材料 

周囲温度 
温度範囲 

外形寸法 110×70×24 
(単位：mm)

仕　様 

1年以上(1日28回操作)

単三乾電池×2本 
(マンガン)

ABS樹脂 
(パステルアイボリー)

リモコン 

電　　源 

電池寿命 

主要材料 

リモコン 

リモコンハンガー 

約68mm

操作ユニット 
（駆動部） 

レバーハンドル 

ACアダプター 
（電源部） 



⑥レバー 

“凸”形状 

⑧玉鎖 

⑦ピン 

⑤黄銅ナット 

③スぺーサーA

④スぺーサーB
（突起が上） 

②操作ユニット 

①ACアダプタープラグ 

スピンドル 

閉める 

取り付け完了後の確認 

止水栓 

操作レバー 

⑥操作レバー 

リモコン 

リモコン 
ハンガー 

固定ねじ×2本 

ACアダプター 

大洗浄 
停止 

小洗浄 

タンクふた(手洗い鉢)

③レバー 

①玉鎖 

②ピン 

④ナット 

⑤スペーサー 

カバーやタンクふたなどは 
確実に差し込まないと水漏 
れの原因になります。 

再生紙を使用しています。　※同梱の取扱説明書は、必ずお客様にお渡しください。 

カバー 

● 駆動部の取り付け 

乾電池の寿命が近づくとリモコンのスイッチが入りにくくなります。その際、まずは電池 
の交換を行っていただくよう、お客様にご指導ください。 
1.交換要領 
　(1)リモコンの前面カバーを開ける。 
　(2)古い電池を取り外し、新しい乾電池(単三形2本)の 
　　  極性に注意して装着する。 
　(3)元どおり前面カバーを閉じる。 
　(注)電池交換の際は次のことをお守りください。 
　　　①電池の取り替えは一度に全部行ってください。 
　　　②新旧もしくは異種の電池を混用しないでください。 
　　　③使い切った電池は早めに取り出してください。 
　　　④同梱の乾電池はマンガン電池ですが、アルカリ電 
　　　　池でも可。 
　　　　※マンガンとアルカリの混用は避けてください。 
　　　⑤使用済みの乾電池は不燃ごみとして処理してくだ 
　　　　さい。 
2.交換要領をお客様にご説明ください。 

取り付けが終わったあと、次の方法で確認を行ってください。 
1.設置後ACアダプターをコンセントに差し込む。 
2.リモコンの前カバーを開け、同梱の乾電池(単三形2本)を極性に注意して装着する。 
3.止水栓を開いてタンク内に給水する。 
4.リモコンを押して正常に洗浄することを2、3度確認すれば完了。 

正常な洗浄が確認できれば完了です。 
※必ずタンクへ給水が終わってからリモコンを 
　操作してください。 
※続けて洗浄するときは、タンクが満水になっ 
　てから(タンクの給水音がしなくなってから) 
　スイッチを押してください。 
（続けてスイッチを押しても5秒間は作動しま 
　せん。)

電池交換 

施工手順 

①止水栓をマイナスドライバーなどで右 
　に回し全閉する。 
 
②操作レバーを回し、タンク内の水をす 
　べて抜く。 
 
 
 
 
③タンクふた(手洗い鉢)を垂直に持ち上 
　げて取り外す。 
 
④カバーを取り外す。 
※通電中の電気機器がある場合は、すべ 
　てのプラグをいったん外してください。 

リモコンハンガーは下図　　　部を目安に 
取り付けると操作しやすい位置になります。 

　　　　　　　　　　　が取付位置の目安 

50 250

200

外す手順は①～⑥の順に行う。 

取り付ける手順は①～⑧の順に行う。③～⑤は付属のものを使用する。 
※ACアダプタープラグの接続とスぺーサーAの固定は、必ず操作ユニットの取り付け前 
　に行ってください。操作ユニット取り付け後の接続はできません。 
　操作ユニットがガタつかないよう、ナットはしっかりと締め付けてください。 
　ただし、 過度に締めすぎるとスぺーサーBが削れることがありますので 
　ご注意ください。 

①カバーを樹脂タンクに合わせて 
　取り付ける。 
②タンクふた(手洗い鉢)を垂直に 
　載せる。 

〈手洗い金具取付部詳細〉 

※①～③の部品は再使用しますので紛失しないようにしてください。 

確実に 
差し込む 

載せる 

※タンクふたが浮いていたり、ぐらつく場合は、差し込 
　みが不十分ですので、再度差し込み直してください。 

③タンクふたを取り付ける。 

タンクふた（手洗い鉢） 

カバー 

使用工具：プラスドライバー 

取り付け完了後の確認　の方法で試運転してください。 

マイナスドライバー 

タンクの水抜きおよびカバーの取り外し 1

タンクの操作レバーの取り外し 2

カバーの取り付け 4

リモコンの取り付け 5

操作ユニットの取り付け 3

注意事項 

玉鎖の適切な長さは排水弁が 
閉まっている状態から2～3玉 
程度たるむようにしてください。 

たるみ過ぎ 張り過ぎ 

【玉鎖の長さ調整】 
・排水弁が上がらない程度に玉鎖を張った状態から 
　2～3玉程度たるませて、スリットに差し込む 
・玉鎖がたるみ過ぎたり、張り過ぎたりしていないこと 

（小側)

(大側)

奥の丸い所まで 
確実に差し込ん 
でください 

玉鎖が交差しないようにし、 
レバー部スリットの奥まで 
確実に押し込む 

※タンク品番がSH60BA(K)、SH61BA(K)、SS60 
　BF系、SH61BF系の場合はピンを下図の位置に取 
　り付けてください。 
　ピン取付位置を間違えると排水弁が正常に作動しま 
　せん。 

ピン取付位置 スピンドル 
先端側 

大
用 

小
用 

ハンドルを回し
ても弁が開かず
洗浄しない 

弁が開いていて
止水しない 

900

手洗い金具取付部 


	１．安全上の注意
	２．仕様
	３．取り付け前に
	４．完成図(例)
	５．施工手順
	６．電池交換
	７．取り付け完了後の確認

